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佐藤覚治さん（6 8）は、住民参加地

域づくり活動、いわゆるコミュニティ

運動の先駆者のお一人です。

一地域に、一学校・一公民館・一協議

会という理念を立ち上げ、昭和4 6年に

して、黒石市西部地区が自治省のモデ

ルコミュニティに指定され、県の「あ

すなろ住民賞」、国の「あすの地域社

会を築く住民活動賞」を受賞。それを、

きっかけに、こけし史料館建設運動を

起こし、津軽こけし館をオープンさせ、

現在は浅瀬石川整備・河川公園の建設

に、と着々と歩みを進められています。

一歩一歩しっかりと地に足を着け、地

道な活動と豊かなアイデァによって、

地域の発展と充実に力を尽くされてき

たことが、その穏やかな笑顔と、語り

口にみてとれます。

■夜宮の廃止運動でスタート

青年団の生活改善運動からスタート

し、昭和3 8年当時、若い妻たちの負担

になっていた、神社の夜宮の廃止運動

を、新しく“演劇”というスタイルで、

人々に広く知らしめ、賛同を得られた

ことが、広域の結束の、大切さを理解

したことの、ひとつ。

ブリジン（Bridgin′）

Bridge:橋を架ける

困難を克服する

Bridging=Bridgin′(進行形)

その後、地元、山形地区の問題をさぐ

り、子供たち自身が調査した上での、

通学路の安全確保、小体育館を持つ公

民館の設置、上下水道の整備といった、

住む人々が本当に必要とするものを、

行政からの援助と、住民自身の努力と

で、次々に達成していきました。本来

あるべき、パートナーシップの姿とい

えます。

もともと集落としてのまとまりは、地

区水道の自主管理など、結束力が強か

ったことも幸いして、仲間の理解を得

られやすかったと佐藤さんはおっしゃ

いますが、やはりリーダーとしての佐

藤さんの、地域への暖かな思いと、良

い環境を少しでも次世代に残したいと

いう気持ちが、自然に人を動かす原動

力になっているのでしょう。

佐藤 覚治さん（黒石市）橋架け人 ブリジン登場

黒石市山形地区を全国区へ
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15回続いたこけしの里マラソン
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■津軽こけし館の建設へ

昭和6 3年に完成した津軽こけし館建設

に至る佐藤さんのコミュニティ活動

が、まさしく氏の真骨頂。こけし工人

で名人といわれた盛秀太郎の存在をき

っかけに、建設運動の会員それぞれが

会費を持ち寄りこけし収集の旅に出、

同時に、地域公民館の庭を憩いの場に

しようと、雑木の植樹を行うなど、中

身だけでなく、環境を整える重要性に

も目を向ける視点の広さ。「人は資材。

まさに人材です。」とおっしゃいます。

そして今、植樹した木々が大きく育ち、

「その中で飲むビールが最高です」と。

木々が大きく育っていくように、しっ

かりした基盤の上に成り立った運動

は、地域とともに発展していくもの、

これが地域活動を支える原点なのだと。

昭和5 8年に始まり、1 5回を数えて終

わってしまったイベント、「こけしの

里マラソン大会」なども、最初は地元

の参加者2 0 0人程度の規模から、全国

各地から1 0 0 0人余の参加者が集うよ

うになっていました。

常に、新しい課題を見つけ、それに前

向きに取り組んでいくことこそが大切

なことではないでしょうか。

■温湯温泉のステップアップ

温湯・山形地区への思い入れは、この
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温湯温泉を抜きにしては語れません。

共同浴場を新設するに当たり、佐藤さ

んは、建設会議に女性の参画を進め、

自主運営を安定させるために法人登記

させるなど、より深い地域とのかかわ

りを求めた提案をしています。入浴第

1号は地元の小学生に。出来たばかり

の温泉浴場に初めての入浴、という経

験は、子供たちの誇らしい思い出とな

り、ひいては地域への愛情として育っ

ていくであろうというのも、氏の思い

入れでした。入浴料は、2百円以下に

設定するなど、話題性と地域住民への

サービスに徹底した姿勢が氏の生き方

そのものに見えます。

そして今、黒石温泉郷を活性化すべく、

浅瀬石川の河川整備に取り組んでいま

す。河川公園の中州を利用して水質検

査や自然観察など、学校のワークショ

ップに活用したり、又歴史を学んだり。

アートを楽しめるような環境作りとし

て、尾上町在住の画家・山谷芳弘氏に

依頼し、ふるさとの風景を描いてもら

い、その陶板をレリーフとして、壁面

に埋め込む計画を立てているなど、次

世代へ託す思いは無尽蔵の佐藤さんで

す。常に前向きに、にこやかな笑みと、

確固たる意思と、人との結びつきの大

事さをつたえながら……

山形公民館前の雑木林

新築なった温湯温泉共同浴場
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地域の資源を活かしながら

地域の課題の解決を「ビジ

ネス」の手法で取り組むコ

ミュニティビジネス。いま、

コミュニティビジネスは全

国で、NPO等様々な主体が

取り組んでいます。

青森県内ではどのような人

たちがコミュニティビジネ

スに取り組んでいるのでし

ょうか？

平成16年度に青森県よりコ

ミュニティビジネススター

トアップ助成事業に選ばれ

た事業者の活動を紹介しま

す。

藍葉から藍染染料を簡単に製造できる方法を特許出願

している県人の指導の下、愛好者が藍染を行うようにな

ったことをきっかけに、藍

の栽培から染料の製造、製

品の製作と販売まで地域で

一貫して取り組んでいる

［あおもり藍工房］。

藍の栽培は地域の遊休農地等を活用、青森発の藍染め

製品を開発し、さらには「こぎん刺し」にも生かしたい

と考えています。また、多くの人たちに藍染めの楽しさ、

すばらしさを知ってもらうために、青森市のふれあい農

園を拠点として「藍染め講習会」等も行い、藍染め文化

を地元に伝える取り組みをしています。

全国で売られている藍染め製品のほとんどが徳島産で

あり、販路の確立と販売促進が課題です。

将来的には、染料の製造・販売や、お茶や入浴剤の開

発など、様々な分野への展開を目指しています。環境へ

の負荷の少ない天然染料を用いることで、新たな青森県

の『特産物』を生み出し定着させ、地域経済の活性化、

雇用促進にも貢献したいと考えています。

また、小学生への課外授業として、藍染め実習や藍栽

培、藍染め染料の製造などを体験させるなど、学校との

協働を視野に入れた活動も計画しています。

藍染めを青森市の街おこしに！

特産品を生み出せ

『遊休農地』

もともとは耕作されてい

たが、過去一年間作付け

されていない農地をいい

ます。

『こぎん刺し』

藍で染めた麻布に白い糸

で刺繍を施したものです。

あおもり藍工房

青森市石江字三好135（株）アプティマルワ内　TEL 017-766-0188
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「キャリエール」は、ＤＶ（ドメスティックバイオレ

ンス）の被害者支援に取り組むウィメンズネット青森が

新たに始めた女性のための自立支援事業です。

ＤＶ被害者女性が自立した生活ビジョンを築き、社会

に復帰できるように、「働く場」の提供をめざしていき

ます。

具体的には、県内の個人及び団体、事業所等、日ごろ

の業務や催事の人手不

足、専門的な業務で困

っている方たちに労働

力を提供します。被害

者女性にとっては、仕

事の場を得ることで、

自らの本来持つ能力の

開発にも役に立ち、依

頼する側、受託する側の両方に利益のある活動です。

ＤＶ支援活動は財政的にも厳しいことが課題です。ウ

ィメンズネット青森では、キャリエール事業による仕事

の掘り起こしを図りながら、若者向けのセルフディフェ

ンス・コミュニケーションスキルアップ教室を、県内中

学校・高校・大学で実施し、ＤＶ被害者も加害者も作ら

ない社会を目指し、ＤＶ問題への理解を高める活動を行

っています。

女性の自立支援のために

地域活性化応援隊　キャリエール　

ちょっと困っている人を助けたい。少しだけならお手

伝いできる。そういった人たちをマッチングさせてあげ

たいという思いから誕生したのが「ふれ～ふれ～ファミ

リー」です。

都合があって午前中は働けないお母さん、週に3日な

らお手伝いできるお母さん、ちょっとアルバイトしたい

お母さんなど、お互いに利用して自分の時間を充実させ

てほしいという願いから、この事業が生まれました。

利用したい人、活動したい人ともに事務局に登録をし

ます。登録料

は無料。サポ

ートの内容は、

ベビーシッタ

ー、産前産後

のケア、シル

バーケア、一

時保育やイベント保育、犬のお散歩、子供の送り迎え等

があります。

当面、活動したい人のスキルアップやフォローが課題。

共感する女性たちの活躍の場をお互いが創り出し、活気

あふれる地域づくりを目指しています。今後は様々な講

座を通じて活動の周知を図りながら、地域の病院や商店

にも利用を呼び掛けることにしています。

地域密着であなたの生活を

サポートをします！　

『ＤＶ（ドメスティックバイ

オレンス）』

夫や恋人など親密な関係にあ

る、又はあった男性から女性

に対する暴力。また、親子間

の暴力等も含めた意味で使っ

ている場合もあります。

青森市古川1-16-7 のむらビル2階 TEL 017-743-0797

ＮＰＯ法人　

ウイメンズネット青森
弘前市土手町178-5  TEL  0172-32-3099

ふれ～ふれ～ファミリー
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N P Oとコミュニティービジネス（以後C B）。これ

は切っても切れない関係にあります。特に法人格を

持つN P Oには持続可能な組織運営が期待され、社会

的な義務も生じています。その為、N P O法人の運営

には収益基盤の構築が必要不可欠です。そこで登場

するのが、C B。経済産業省関東経済局の定義によれ

ば、「C Bとは、地域住民が主体となって地域の課題

をビジネス手法で解決し、その活動の利益を事業へ

の再投資によりコミュニティーに還元することによ

って、コミュニティーを再生するビジネスである。」

とあります。まさに、C Bは、地域再生の手法であり、

N P Oはそれを形にする道具といえます。

さて、手法と道具を手に入れた皆さん、次はC Bに

取組む心構えについて考えてみましょう。C Bの本質

は、「単に“私の”所有欲や事業欲を満たすもので

はなく、“私達の”幸せや地域の豊かさを実現させ

る手法」にあります。ここで言う“私達の”とは、

公的視点を持つ＝市民意識の醸成のことを指しま

す。この意識なくては、たとえどんなにビジネスノ

ウハウに長けていたとしても、C Bとしての成功は望

めません。同様に、自己雇用を目的のC Bを立ち上げ

も、失敗すると思います。ビジネスの向こうに、地

域への想いや、多くの方々への想いが見えないから

です。寄って立つ所の価値観が違うことを理解しな

ければなりません。

ここまで来れば、あとは、アクション、行動ある

のみ。しかし目標を定めなければなりません。最初

は、それぞれのできる範囲内で設定すればよいでし

ょう。次はそのもう少し上。自分達がイメージでき

る範囲までとします。こんな感じで、目標設定しな

がら、自分の生き方や家族を犠牲にした仕事や会社

から自己を開放し、仕事が自分の生活に密着し、生

き方を反映したものになるまで続けていきます。結

果、地域は持続可能な経済システムを持ち、自立し、

中央の隷属的な支配から解放されていくことになり

ます。

今回の時代の変革は、技術革新を伴うものではあ

りません。あくまでも人間の意識の拡大により可能

なものです。個人が変われば、社会が変わる。未来

の鍵はみんなの手の中にあります。小さな変革の風

を集め、時代を変革しましょう。まずは、目の前に

ある古いシステム（制度）とカスタム（習慣）と向

き合い、対話しましょう。考えているだけでは、何

の変化も起こりません。さあ、一歩を踏み出してく

ださい。貴方の一歩が時代を変革する一歩です。

私自身、2年前にN P Oで起業家を養成するための

講座、「N P O起業家養成講座」を開催し、昨年まで

に7 9名の卒業生を送り出し、内3 4名（4 3％）が、

起業もしくは起業予定、3 3名（4 1％）を就職させま

した。昨年6月2 1日には、いわてグリーン・ツーリ

ズムサポートセンターを開設し、地域の資源を生か

した産業創造に取組んでいます。今年は、コミュニ

ティビジネスを支援するためのコミュニティバンク

を創設し、コミュニティビジネスの支援を資金面で

行っていく予定です。

メッセージ

コラム
コミュニティビジネスの未来

特定非営利活動法人

いわてNPOセンター理事長

高井　昭平

平成1 6年度より青森県の委託でコミュニティビジネスサポートセンターを開設し、普及啓

発や相談業務等を行っています。同年度には青森県内の地域密着型の事業に取り組んでいる

団体や事業所を対象に実態調査も行いました。

そこで見えてきたのは、組織の特徴を反映した課題でした。N P O法人や企業組合は「資金

繰り」「人材不足」、株式会社や有限会社は「利益率の減少」。

コミュニティビジネスの「コミュニティ」は、地域の課題解決や再生等のいわゆる地域貢

献の意味であり、「ビジネス」は事業性や利益志向の意味が強くあります。

N P Oの多くは地域に根ざした活動をしているものの、ビジネスセンスは弱い。一方で営利

企業は、利潤への意識が強くあります。それらを裏付ける結果です。

「コミュニティ」と「ビジネス」の両立。これが、まさにコミュニティビジネスです。そ

の可能性は、どの組織形態にもあります。サポートセンターでは、マネジメント支援や事業

者同士の交流、ネットワーク作りにも取り組んでいます。どうそ、ご相談ください。

■あおもりコミュニティビジネスサポートセンター

〒030-0862 青森市古川1 - 1 6 - 7 のむらビル2階

T E L 0 1 7 - 7 7 4 - 5 5 9 8F A X 0 1 7 - 7 7 4 - 5 5 9 6

【開設時間】平日・午前1 0時～午後6時（祝祭日、年末年始を除く。）

あ
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り
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進
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事
務
局
長
　
小
笠
原
秀
樹
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平成1 7年5月5日から、N P O法人循環

型社会創造ネットワーク（通称C R O S S）

はラジオ番組を企画、八戸市のコミュニ

ティ放送ビーエフエムを通じて放送を始

めました。タイトルは、「未来への贈り

物　ビー・アース・フレンドリー（B e -

Earth Friendly）」。放送は、毎週木曜日

午後1 2時4 0分から1 5分間です。

内容は、八戸市の「環境立市」プラン

の策定や同宣言の趣旨、八戸地域の環境

や新エネルギーの取り組みを市民に紹介

するもので、テーマに沿ったゲストとの

トークを中心に、家庭でできる省エネル

ギーの取り組みなども交えて構成してい

ます。5～6月の放送では、八戸市の中

村寿文市長をはじめ、市職員がゲスト出

演し、進行役のN P O法人C R O S S福田昭

良専務理事とともに、環境・新エネルギ

ーをわかりやすく伝えています。

八戸市の取り組みを単に伝えるのでは

なく、N P Oが間に入り、番組を通じて

市民との橋渡しをする。番組の切り口は

「市の取り組みを市民の目線で伝える」

こと。この取り組みは、行政、N P O、

そして民間企業であるコミュニティ放送

の3者によるパートナーシップ事業と言

えるでしょう。

なお、この番組は平成1 8年3月までの

放送で、今後は地球温暖化防止の取り組

みや八戸地域の環境に取り組む企業・学

校等市民の活動を紹介する予定です。

市民＋企業＋行政パートナーシップ事業１ 私の

パートナーシップ論

NPO法人から

行政から

番組には、お金を出して支援し

ていただいているスポンサーが

あります。当然、スポンサーと

の連携も考えていかなければな

らないと思います。協賛して良

かったと思えるよう、メリット

を感じるものを作りたい。放送

に出ない裏のつながり、コミュ

ニケーションを大切にしなけれ

ばならない。その実感を作り、

互いに共有できればいいと思い

ます。

● N P O法人C R O S S専務

理事　福田昭良さん

番組のゲストで出演しての感想

ですが、福田さんがうまく話を

引き出してくれました。市の広

報誌などで環境や新エネルギー

のことを市民に直接伝えるのと

違って、間にN P Oが入ること

で、わかりやすくうまく変換し

て市民に伝えていると思いま

す。N P Oは行政と民間とを結

ぶ役割をして期待しています。

● 八戸市企画部政策推

進室　新エネルギー推

進グループ　主任技査

畠山智さん

企業から

C R O S Sは、官の要素と民の要

素があるN P Oなので、そのよ

うな人たちが入って番組を作る

と市民にもわかりやすいと思い

ます。ビーエフエムの目指すと

ころはまちづくりで、放送は手

段の一つ。N P Oも目標が一緒

なので違和感はないです。

● 株式会社ビーエフエ

ム　パーソナリティ

楳内有希子さん

ラジオ番組「Be-Earth Friendly」（八戸市）

NPO法人クロス＋ビーエフエム＋八戸市

『コミュニティ放送』

平成4年に当時の郵政省（現総務省）が

放送法施行規則を改正して設けられた制

度で、きめ細かい地域情報に対応し、

「コミュニティF M」とも呼ばれています。

市町村域が放送エリアで、全国で1 7 0局

超、青森県でも4局が放送しています。

『環境立市』

将来の市民に海・山・川といった豊か

な自然環境を継承し、かつ、環境負荷

の低減と経済的発展が両立した持続可

能な社会を構築するために、本市の産

学官民が一体となって取り組み、環境

先進都市を目指すことです。
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市民＋行政パートナーシップ事業２

仏ヶ浦や願掛岩など、大自然が造る美

とその異形に驚嘆する人も多いという佐

井村の海岸線。しかし、この海に多様な

廃棄物やゴミが漂い、海岸を汚染してい

るのが現状です。

自然環境の大切さを感じてもらいた

い、それには直接現場に触れることが一

番！と、2 0 0 4年1 0月9～1 0日、［下北・

津軽海峡エコフェスティバル］が開催さ

れました。これは、 県が継続している

「エコスクール」の平成1 6年度版の事業

です。

事業委託されたのは、下北を中心に自

然環境の保持・保全・再生のための活動

をしているN P O法人「ゆいっこクラブ」

です。

1日目は、アルサス（津軽海峡文化館）

で、海流発電などを研究している弘前大

学理工学部・南條宏肇教授や、「ひろさ

き環境パートナーシップ2 1」の土岐泰

さんによる講演からスタート。自然環境

への問題意識を高め、海の力と魅力をう

ったえかけました。同所でのウェルカム

パーティーでマグロなど下北のおいしい

海の幸を堪能しました。

2日目は、参加者全員で願掛岩近くの

公園、海岸、河川、道路の清掃をしまし

た。この日は台風直撃の雨のなかの作業

となり、参加者は大苦戦。しかし、環境

を元に戻すことの大変さを実感し、有意

義な活動となりました。最後は、ゆいっ

こクラブが管理している河川公園で、イ

ワナの放流を実施。山、川、海の自然の

豊かさを祈念して全日程を終えました。

「ゆいっこクラブ」理事長の千葉悦治

さんは、「これからは、子どもたちへの

環境教育が重要と考えています。恵まれ

た自然は、あたり前ではなく守っていく

べきもの。体を動かすことでそれを感じ

てもらい自分から行動する意識を啓蒙し

よう」と、活動を続けています。

私の

パートナーシップ論

NPO法人から

パートナーシップは、下から上

にわきあがるものであってほし

いと思います。行政が「報告」

するための事業としてあれこれ

詰め込んで形を作るのではな

く、民間やN P Oがやってきた

ことに対して「協力」するのが

理想。例えば、本当はお金がか

かることをN P Oがボランティ

アでしている。でもお金がない

からできないこともある。そう

いうところをフォローしていく

のが行政の役目ではないでしょ

うか。結果ではなくて、いかに

現場が、N P Oがやりたいと思

っているかが大切。ミッション

とは、そういうもの

だと思います。

●ゆいっこクラブ

理事長　千葉悦治さん

下北・津軽海峡エコフェスティバル（佐井村）

NPO法人ゆいっこクラブ＋青森県

行政から

この事業は、県民の皆さんが環

境の現状を見て、聞いて、触れ

ることで環境活動のきっかけに

なればという思いで開催しまし

た。環境活動団体と協働しノウ

ハウや情報を持ち寄ることで、

行政だけでは成し得ない成果が

得られたと思います。本来、パ

ートナーシップとは、困難な状

況の時にこそ解決に向けて本音

で意見を出し合い、支えあう関

係だと考えています。これから

は、市民と行政は立場も考え方

も違うと思いますが、違うから

こそ補い合って、お互いを知り、

理解し合いながら顔の見える信

頼関係の環を広げていきたいと

思っています。

● 青森県環境政策課

計画・管理グループ

主査　岡村慶子さん

『エコスクール』

環境問題を解決するため実践

的に学び、正しい見方と知識

を身につけること。青森県庁

でも、参加体験型の環境学習

機会を提供するためエコスク

ールを開催しています。
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コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　

五戸町倉石地区は、昭和4 5年、「あすの

地域社会を築く住民活動賞」を受けた全国

的にもコミュニティ意識の高い地域です。

「カマラードの家」は、同地区で竹洞雍

子代表をはじめとする農家の“かっちゃ”

達が頑張っている住民組織。設立は平成８

年で、現在会員６名で活動しています。

主に五戸町の地場農産品を使い、健康・

安全をモットーに手作りにこだわるのが売

りで、現在1 5種類ほどの商品を加工・販売

しています。なかでも「にんにくボール」

「アップルパイ」は人気があり、特に「に

んにくボー

ル」は、「第

６回食アメニ

ティコンテス

ト国土庁長官

賞」を受賞。

血糖効果作

用、動脈硬化予防などの効用があり、米粒

大の大きさにビタミン、ミネラル、そして

竹洞さん達の愛情がギュッと詰まった商品

です。

「カマラードの家」の始まりは、平成２

年にさかのぼります。五戸町（当時、倉石

村）では市場に出荷できない、いわゆる

「ハンパ品」の処理に頭を悩ませていまし

た。そこで竹洞さん達が立ち上がり、ハン

パ品の有効活用を進める研究会を発足。試

行錯誤の末、製品化まで２年かけて完成さ

せたのが「にんにくボール」でした。この

ような努力が実り、平成1 4年には、この活

動が｢農山漁村女性チャレンジ活動表彰農

林水産省経営局長賞｣を受賞しています。

「牛肉まつり」など、地元イベントに協

力したり、九州で実演販売をしたりとフッ

トワークも軽く、「町の方々がいろいろ声

をかけてくれるから、うれしくてね」と竹

洞さん。これも、「カマラードの家」が五

戸町の人たちに信頼されている証です。メ

ンバー全員が地域コミュニティを盛り立て

ようという意識が高いために、良好な信

頼・協力関係が築かれているです。

これからの活動について竹洞さんは、

「後継者の育成」と「この活動を通じて地

元の高齢者の交流と雇用の創出」を推進し

ていきたいそうです。

「地域の繋がりが点と点から、点を線で

結ぶ活動へと発展し、私自身の農業経営に

もプラスとなりました。友達が増えて、毎

日が楽しい。家族も私達の活動を応援して

くれるから、がんばれるの。」と満面笑み

の竹洞さん。

実は、倉石地区に「カマラードの家」の

専用の作業場があります。竹洞さんいわく、

「好きな時間に作業して好きな時間に帰る

ことができる」の

だそうです。

笑顔と優しさあ

ふれる「気の合う

仲間達の家」。こ

れからの“かっち

ゃ達”のコミュニティ活動に期待し、応援

していきたいものです。

「　
ふ　
る　
さ　
と　
づ　
く　
り　
賞　
」　
の　
伝　
統　
を　
受　
け　
継　
ぐ　

カ　
マ　
ラ　
ー　
ド　
の　
家　
　　
　　
【　
五　
戸　
町　
倉　
石　
】　

『カマラード』

スペイン語で「気の合

う仲間」という意味

『あすの地域社会を築

く住民活動賞』

総務庁が全国のコミュ

ニティ活動の優秀な実

践団体に贈っている

賞。のちに「ふるさと

づくり賞」と改称され

た。

[カマラードの家]の商

品は、五戸町夢の森ハ

イランドや道の駅で購

入できます。w e bサイ

トからでもO Kです。

w w w . c a m a r a d a -

h o u se.c o m

TEL 0178-77-3929
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下北半島風間浦村にある下風呂温泉は、

「漁り火の見える温泉」として知られてい

ます。

「温かい人情と海の料理、そして温泉が

自慢なんです。女将さんたちはまとまりが

あるしね」と話してくれるのは、かどや旅

館の女将であり、下風呂温泉女将の会会長

でもある角谷マサ子さん（5 8）。

会が発足してから今年で1 1年。県内にあ

る女将の会の総会に参加して、「よし、わ

んどもやんねばまいね。下風呂を元気にし

ていこう」という想いだったそうです。旅

館とホテルの女将さんたち1 1名が集まって

の結成でした。

当初、村のイベントに参加する程度でし

た。しかし、全国的に古くからの温泉地が

低迷しているなか、下風呂温泉も例外では

なく、３年ほど前から女将さんたちの意識

が危機感へと変わっていきました。

ひとりひとりがどんなことでもいいから

「行動」をしていこうと取り組み出してい

ます。例えば「漁り火見学」や「オリジナ

ルＴシャツ」の作成、地域を紹介したホー

ムページを開設して情報を発信するなど、

アイディアがいっぱいです。

「それぞれみんなが能力を出し合えば、

それが活性化につながると思うんです」と

話すのは佐々木旅館の佐々木すみえさん

（4 6）。「旅館だけが頑張ってもダメ。地元

の人たちが連携し協力し合い、地域ぐるみ

で元気にならないと」と話すのはまるほん

旅館の長谷雅恵さん（4 6）。

そしてこの４月、温泉街に完成したのが

「鉄道アーチ橋メモリアルロード」。戦前に

大畑から大間まで鉄道を開通させようとし

たのですが、戦争の激化と資材、人員不足

によって中断して残ったままのアーチ橋を

メモリアルロード

として整備したの

です。途中には駅

舎を模した休憩所

も設置。

「その休憩所に

は、温泉を引いた

足湯もできました。

せっかくメモリアルロードを造って頂いた

のですから、これを地元の手で守っていき

たいですね。これからはお客さんにも退屈

させずに済みますし、地域ぐるみで活用し

ていきたい」と角谷会長さん。

「私たち女将の会の結束力は、どこにも

負けないと思っています。もうひとつの自

慢はみんな美人で明るいことではないでし

ょうか」と佐々木すみえさんは朗らか。

下風呂温泉が地図に記されて今年は5 5 0

年という節目に合わせ、今下風呂温泉女将

の会では、今年７月から半年間にわたり、

8 0 0円で３カ所入浴できる「遊（ゆ）めぐ

り」手形を発行。地元の良さを積極的にＰ

Ｒしていくのだそうです。

「夕方ともなると、下駄の音が街なかに

響いて風情がありましたね。そんなひと頃

あった活気をもう一度取り戻したいんで

す」と角谷会長は力を込めて言います。

温　
泉　
場　
の　
活　
気　
を　
取　
り　
戻　
し　
た　
い　

下　
風　
呂　
温　
泉　
女　
将　
の　
会　
　　
【　
風　
間　
浦　
村　
】　

［下風呂温泉女将の会］

の女将のつぶやきw e b

サイトは

h t t p : / /w w w 2 . o c n . n

e . j p / ̃  m a r u h o n / t u b

uyaki.html
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市
民
A
C
T
I
O
N

◆
２
０
０
４
年
度
・
助
成
金
事
業

◆コミュニティケア活動資金助成プログラム

・テーマ：「暮らしのなかの介護と医療」「暮ら

しのなかのつながりづくり」

・助成額：一律３０万円（１０団体）

・締切り日　2005年８月15日

・助成元：コミュニティケア活動支援センター

・http://homepage2.nifty.com/comcare

/josei/2005.htm

◆循環型社会の形成に向けたエコ・コミュニテ

ィ事業（循環型社会形成実証事業）

・助成金額：1事業あたりおおむね100万円から

1000万円程度

・締切り日：2005年7月22日

・助成元：環境省

・http://www.env.go.jp/press/press.

php3?serial=6108

◆第16回「緑のデザイン賞」

・助成金額：緑化助成：800万円以内

・締切り日：2005年8月5日

・助成元：財団法人都市緑化基金／第一生命保

助
成
金
支
援
情
報

■設立：平成1 5年

■目的：高齢者を支援する活動

■事業：高齢者と児童のふれあい学習

■活動：高齢者が小学校を借りて子どもたち

と一緒にグランドゴルフをしたり、小学生に

「むかし遊び」を教えたりして、高齢者の健康

と生きがいを啓発・実践した。同時に、学校

行事に参加することで、高齢者が子どもたち

と交流し、高齢者の知恵や優しさを表現する

ことができた。

■効果：年間2 2回の活動の中で、参加する高

齢者が増え、グランドゴルフを楽しみにする

会員が増えた。

（代表・力石堅嗣／会員数・3 0名）

のこと。農家の主婦たちが農閑期を利用して

お揃いのピンクのエプロンで活動。オリジナ

ルの人形劇で施設のお年寄りに笑いをプレゼ

ントしてきた。助成金のほとんどは慰問の時

の交通費に費やした。

（代表・葛西美奈子／会員数・2 0名）

■設立：平成1 0年

■目的：音楽療法についての研究・普及・啓

発と、会員相互の情報交換。

■事業：音楽療法セミナーの開催と実践研究

■活動：セミナーを開催するごとに会員が増

え、音楽療法に対する可能性がふくらんだ。

鬱病予防にも効果があるという認識があり、

医師や保護者とのコミュニケーションもとれ、

実践の現場が広がった。学会で認定された音

楽療法士の有資格者会員も増え、音楽療法の

認知度も高まった。

（会長・佐々木純子／会員数・8 0名）

滝沢ひまわり会［十和田市］

（十和田市などから助成）

■設立：平成６年（高齢者支援のボランティ

アグループとして発足。今年度から人形劇の

みのグループとして再結成）

■目的：独り暮らし老人を元気づける活動

■事業：高齢者施設へ人形劇で慰問

■活動：「めんだり」は「前掛け（エプロン）」

めんだり一座［中泊町］

（ろうきんから助成）

青森音楽療法研究会［青森市］

（青い森ファンドから助成）

■設立：平成1 1年

はしかみユニホッケークラブ
［階上町］（ろうきんから助成）
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険相互会社

・http://www.urban-green.or.jp/

◆第9回ボランティア・スピリット賞

・助成金額：全国賞／10万円のボランティア活

動支援金と表彰状、メダル他

・締切り日：2005年9月9日

・助成元：ジブラルタ生命保険株式会社／プル

デンシャル生命保険株式会社

・http://www.vspirit.jp/

◆第3回読売プルデンシャル福祉文化賞

・助成金額：福祉文化賞3件（正賞と活動支援

金各100万円）、奨励賞5件程度（同10万円）

・締切り日・2005年9月30日

・助成元：読売新聞社、読売光と愛の事業団

・http://www.yomiuri.co.jp/hikari/ 

◆「新しい世紀の社会づくり」活動助成

・助成金額：１件当り100万円が限度

・締切り日：2005年7月31日

・助成元：財団法人 ユニベール財団

・http://www.univers.or.jp/univers.html

■目的：小学生へのユニホッケーの振興

■事業：ユニホッケー人口の拡大

■活動：ユニホッケーは、子どもと大人の混

成でゲームが可能で、家族全員で楽しめるこ

とから、町ぐるみでユニホッケーを推奨・振

興している。同クラブでは、県大会でも上位

に位置し、全国大会で優勝するなど、活躍が

著しい。助成金は、ユニホームの新調に使い、

子どもたちの試合意欲を高めることに役立て

た。

■効果：町内のユニホッケー人口が1 0 0人を超

えてますます盛んになってきている。

（会長・小坂正年／会員・5 0人）

今や、１兆円産業といわれているパチンコ業界。それを支

える主役は「台」であるが、これまで何と多くの機種が生ま

れては消え、輪廻転生を繰り返していることか。１台2 0万円

前後もする最新機種でも、客付き加減によりわずか2～3カ月

足らずで姿を消す。とにかく最近は、客が付こうが付くまい

が新しい台が続々と生産され、そして消えて行く。

これは、最近の役所機構によく似ている。行政改革なのだ

ろうが、暗記できないような長い課名もある。ようやく覚え

ても、翌年には新たな課名になったり場所が変わったり、無

くなっていたりする。

そういえば、「あすの青森県を創る運動協会(会長：石崎宜

雄)」が5月1 1日に解散した。昭和3 1年7月、「青森県新生活

協議会」として設立されたこの団体は、昭和5 0年代から県社

会教育課に事務局を置き、県の補助を受けながら社会教育や

生涯学習推進の協働団体として多様な活

動を展開してきた。

「コミュニティ」という言葉は今でこ

そメジャーになってきたが、本県でこの

言葉の具現化に最初に取り組んだのが同

協議会である。やがて、昭和5 2年のあす

なろ国体と前後して、当時の県地方課と

協働する。

それは、自治省派遣のオモロイ課長・

篠田伸夫氏(前全国町村議長会事務総長)が

いたからだ。同氏率いる地方課のほか、

国体の県民運動事務局の課なども加わり、同協議会は県教委

と知事部局の関係課のほか県内町村や関係団体とのネットワ

ークづくりの窓口的役割を担った。

これが、県コミュニティ行政推進体制のハシリである。

「コミュニティ」とは、直訳すると「地域社会」などという

実にアベケ無い意味だが、当時は「あずましい地域社会づく

り」や「潤いとまとまりのある地域社会づくり」と定義

して県下に呼びかけた。

コミュニティづくりの推進は、結果が見えづらく、

人や地域や団体相手に、根気と長い時を要する地味

な業務である。

ともあれ、同協会は解散した。しかしこれから先、

コミュニティづくりは、どすんだべの
ど う す る の か な

？。

ど
何処

さ
へ

い
行

ぐ
く

の？コミュニティ　　文・さとうひろゆき
（外が浜町政策推進課調整監）

シ　
リ　
ー　
ズ　

ス
レ
ス
レ
日
記
①

■設立：平成８年

■目的：子どもが自由に本に親しめる場の提

供（私設図書館の開放）

■事業：子どもたちに読書の機会（閲覧や貸

しだし）を提供。図書館だより「杉の子タイ

ムス」発行。子ども文庫の立ち上げ。

■活動：身近なところに図書館があると、子

どもたちがやってきて、実によく本を読む。

子どもの読書に役立っていると実感している。

■効果：蔵書が1 3 0 0 0部となり、それを参考に

児童書を購入する親が出てきた。県内外に同

様の文庫ができ、子どもたちの読書熱の報告

が来るようになった。貴重な資料を収蔵した

文献文庫を平成1 6年に新設し、児童書研究の

利用者が増えた。

（代表・田口昭子／運営者2名）

杉の子図書館［碇ヶ関村］

（ろうきんから助成）

解散記念誌
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市民活動
NEWS

県
か
ら
の

お
知
ら
せ

山菜採りは　目先の収穫より、

安全第一！

山菜採りが盛んな季節となりました。

山菜採りに出掛ける方は、山岳遭難に

注意しましょう。

山での遭難は、残された家族の悲劇

はもちろんのこと、地域の方々にも大

きな迷惑をかけることになります。次

のことに気をつけて安全で楽しい山菜

採りを心がけましょう。

○ 家族等に行き先、帰宅予定時間、車

の駐車予定場所を連絡して出掛けまし

ょう。

○ 慣れた山でも、決して油断しないで

単独での入山はやめましょう。

○ 目先の収穫より安全が第一です。天

気予報を確認し、自分の体力、体調に

あった行動を心がけ、無理しないよう

にしましょう。

○ 迷ったなと感じたら歩き回らず、大

木の陰や岩陰で風を防ぎ、火を焚くな

どして救助隊の助けを待ちましょう。

特に、日没後の行動は危険です。

○ 万一に備えて次のものを用意して山

に入りましょう。

非常食・雨具・薬・ライター・鏡（反

射光により自分の位置を知らせること

ができます。）携帯ラジオ・笛・発煙

筒・方位磁石・携帯電話

山菜採りは？

●ピアカウンセリング体験会

ピアカウンセリングは障害をもって

いる仲間同士で、悩みや気持ちを聴き

あい、自分自身に自信をもつためのプ

ログラムです。様々な環境の人と知り

合えたり、お互いに学びあえる良い機

会となります。将来、ピアカウンセラ

ーとして働きたい人、障害をもってい

る人なら、どなたでも参加できます。

・主催／青森市障害者生活支援センタ

ーほっと

・２ヶ月に１回（奇数月）毎土曜日

午後２時～３時半

・青森市総合福祉センター

・参加料／無料

・申し込み／青森市障害者生活支援セ　

ンターほっと青森市中央3 - 1 3 - 1 青

森市総合福祉センター階

TEL 017-721-5481

●キッズアート・ワールドあおもり

2 0 0 5

『キッズアート・ワールドあおもり』

は、子どもたちが芸術文化に触れる機

会を増やし、これを進めていくことを

目的として、2 0 0 0年から毎年開催され

ているアートプロジェクトです。それ

まで青森県が主催してきましたが、昨

年から市民の手で運

営されるようになり、

今年も、夏休み期間

を活用して青森市内

で開催されます。

今年は、トヨタ財

団やN T Tドコモから

助成を受け、６種類

のメニューを子どもたちに楽しんでも

らうことになりました。

メニューは６種類。①野焼きイメー

ジ造形（粘土）②ジャズ未来鼓動（打

楽器音楽）③縄文イメージフォト（写

真）④張り子あかり造形（ねぶた）⑤

藍キャッチTシャツ（藍染め）⑥墨ア

イコン戯作（墨絵）

それぞれ制作場所（青森市内の小学

校・国際芸術センター青森・主催者事

務所など）や日程が異なるので、事務

局に問い合わせを。

・事務局（主催）／あおもりN P Oサポ　

ートセンター　T E L 0 1 7 - 7 7 6 - 9 0 0 2

・申し込み／7月1 5日まで

・参加料／障害保険料5 0 0円

イベント情報
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ボランティア募集案内

平成1 7年1 0月1 5日（金）～1 7日（月）

の３日間の日程で、本県において「第

２回世界自然遺産会議」が開催されま

す。実行委員会事務局では、国際会議

（1 0月1 5日　弘前市民会館での開会式、

分科会）運営を手伝ってくださるボラ

ンティアを募集しています。

◆ボランティア業務

１ 受付補助

２ 会場内・会場外の整理・誘導補助

３ その他

1 7年７月3 1日まで（ただし定員となり

次第締め切らせていただきます。）

◆募集人員／1 5名程度

◆応募資格／ボランティア活動に理解

のある方で、開会式当日（1 0月1 5日）

お手伝いできる、個人または企業、各

種団体、学校及びグループなど。

ただし、事前説明会（９月を予定）に

参加していただくこととなります。

◆交通費等／会場（弘前市民会館）ま

での交通費、日当等の支給はありませ

ん。なお、昼食は提供いたします。

資料請求・お問い合わせ

第２回世界自然遺産会議実行委員会事

務局

直通電話0 1 7（7 3 4）9 2 5 5

E-mail s i c w n h q u @ j o m o n . n e . j p

URL http://www.sicwnh.com/   

ＮＰＯに専門講師を派遣します！

県では、地域で活動するＮＰＯのマ

ネジメント力アップのお手伝いをする

専門講師派遣事業を行います。ＮＰＯ

は、派遣に係る会場費を負担するだけ

で、専門講師によるお話を直接聞くこ

とができます。実務などにおける課題

の解決にぜひご活用ください。（派遣に

は条件があります。詳しくは、本事業

を受託しているＮＰＯ推進青森会議に

お問い合わせください。）

■派遣に応じる専門分野　　　　　　　　

会計、税務、資金調達、広報、事業企

画力、事業構築、組織・運営、組織内

コミュニケーション、人材確保、ミッ

ション（社会的使命）、ＩＴ、マーケティ

ング、リスクマネジメント、労務管理

【お問い合わせ・お申し込み先】

ＮＰＯ法人ＮＰＯ推進青森会議

〒0 3 0 - 0 8 6 2 青森市古川1 - 1 6 - 7

のむらビル2階

TEL 017-774-5595 ／ FAX 017-774-5596

ボランティア 講師派遣

（藍染めのみTシャツ代負担）

・対象／おおむね小学生

保護者同伴で参加のこと

・サポーター／このイベントをサポー

トしてくれるボランティアも募集中。

●N P O法人岩木山自然学校のイベント

・子どもパークレンジャー（白神山地

での自然体験）

マタギのキャンプ／7月2 4日～2 5日

ブナの森トレイル整備／1 0月2 9日

・岩木川子ども自然体験学習会（岩木

川の環境を考える活動）

外来魚駆除活動キャンプ／7月2 8日

～2 9日

ヨシ船づくりカヌーキャンプ／8月8

日～9日

・青森県横断子ども冒険キャンプ／8月

1 5日～2 3日（太平洋ー八甲田山登

山ー十和田湖ー善光寺平ー白神山

ー岩木山登山ー日本海）

・問い合わせ・申込み／N P O法人岩木

山自然学校　TEL 0172-83-2670

●N P O法人音楽ネット青森のイベント

・第1 2回コンサート「小林仁ピアノリ

サイタル」 共演・相馬泉美

日時／8月1 1日　午後6時3 0分

ところ／ぱるるプラザ青森

全席自由　2 0 0 0円

演奏曲目／ショパン・ポロネーズ、

マズルカ、ノクターンほか　ブラ

ームス・シャコンヌ　2台のピアノ

によるブラームス・ワルツほか

・問い合わせ／N P O法人音楽ネット青

森　TEL 017-726-8855

●輝くあすをきみの手で『2 0 0 5年体験

ボランティア』

いつでも・どこでも・誰でも・気軽

に・そして楽しく参加できる体験学習

によるボランティア活動を通して、私

たちの暮らしている地域社会への関心

を高め、社会参加の意義や自己実現な

どを学びます。

・主催／青森市社会福祉協議会

・日時／平成1 7年7月より通年

・対象／ボランティア活動できる方

ならどなたでも

・内容／①高齢者サポート②障害児・

者サポート③児童サポート④保健医

療関係⑤その他のボランティア

・申し込み／青森市社会福祉協議会

[体験ボランティア]係　

T E L 0 1 7 - 7 2 3 - 1 3 4 0

●ボランティア・市民活動メッセージ

コンテスト

今年、1 0月2 9日開催される「第1 4回

全国ボランティアフェスティバル火の

国くまもと」にむけて、「私のボランテ

ィア・市民活動とコミュニティ」をテ

ーマのメッセージを募集しています。

“まちづくり”に関わって、自ら行

っているボランティア・市民活動を通

して感じたことや学んだことをメッセ

ージと活動報告にまとめ、お送りくだ

さい。

・メッセージ2 0 0字程度・活動報告

4 0 0 0字程度・活動資料・応募票をすべ

て、下記へ送付して下さい。

千代田区霞が関3 - 3 - 2 全国社会福祉協

議会・全国ボランティア活動振興セン

ター「ボランティア・市民活動メッセ

ージコンクール」係

優秀作品には1 0万円の活動奨励金を

〆切／７月3 1日

詳細は

h t t p : / / w w w 3 . s h a k y o . o r . j p / c d v c / v o l-

u n t e e r / f e s t i v a l / i n d e x . h t m l

ボランティア情報
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青森県の市民活動団体［ボランティア＆NPO］

目的：十和田市内の高齢者が情報格差をなくすために、I T技術を学んでいる。

活動：受講生の中から指導員を養成している。ゆっくりと楽しみながらの講座

なので、評判がよい。デジカメ撮影旅行を年に２回実施し、作品を文化祭に出

品している。十和田市から、コミュニティビジネス支援として助成されている。

連絡先／十和田市西二十三番町10-3 TEL 0176-25-3259

社会教育推進

連絡先／八戸市小中野4-3-55 TEL 0178-47-9251

はちのへ子ども劇場 児童健全育成

N
P
O
法
人

ア
ニ
マ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
青
森

（
動
物
愛
護
と
適
正
飼
養
）

私たちの

N
P
O
法
人

G
E
M
B
U

（
森
づ
く
り
）

N
P
O
法
人

コ
モ
ン
ウ
イ
ン
ド
む
つ

（
市
民
風
車
）

N
P
O
法
人

ス
ポ
ネ
ッ
ト
弘
前

（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

《弘前市》《むつ市》《むつ市》《青森市》

シニアI Tサポート

連絡先／今別町字中沢165-12 TEL 0174-36-2118

高齢者支援はまなすラインボランティア

連絡先／平内町小湊字薬師堂63-23 清風荘　TEL 017-755-5531

障害者支援ケア付青森ねぶた“じょっぱり隊”

目的：地域の子どもたちに鑑賞活動を体験させ、感動と希望を与え、子どもた

ちの健全育成をめざしている。 活動：「創作太鼓の会」を鑑賞したあと、直

接太鼓の指導を受けた。「手づくり絵本の会」を開催し、地域のお母さんと子

ども対象で実施し、初めての手づくり絵本体験で高い評価を得た。

目的：高齢者への給食サービスや、老人ホームの祭や旅行の介助など、高齢者

サポートボランティアを目的としている。 活動：袰月地区にある宿泊施設

「海峡の家」で、老人ホームの入所者と共に過ごす時、食事の世話やカラオケ

の相手など、一緒に楽しめるボランティアに充実感を味わっている。

目的：高齢者や障害者が車椅子でねぶた祭りに参加することをケアし、社会参

加への意欲を持ってもらうことを目的として組織。活動：毎年、菱友会のねぶ

たが受け入れて、今年で1 0年目。車椅子の参加者3 0人にボランティア2 0 0人で

サポートする。参加費2 0 0 0円、学生は無料。

14
017-744-2261 0175-22-4641 0175-23-0246 0172-34-0270



N
P
O
法
人

わ
っ
し
ょ
い

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

N
P
O
法
人

ご
し
ょ
が
わ
ら
恵
鈴
会

（
地
域
福
祉
）

N
P
O
法
人

青
森
県
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
（
環
境
課
題
解
決
）

NPO法人

三内丸山縄文発信の会
（三内丸山憲章を奨める）

N
P
O
法
人

ス
マ
イ
ル
シ
ッ
プ

（
笑
顔
の
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
）

《五所川原市》《青森市》

《
八
戸
市
》

《
五
所
川
原
市
》《百石町》

連絡先／青森市花園1-25-8 TEL 017-744-3912

文化事業推進NPO法人青森県日本文化を伝承する会

連絡先／弘前市大字袋町１-１　TEL0172-38-4343

社会福祉NPO法人あおもりいのちの電話

連絡先／つがる市柏大字下古川字絹川111-3 TEL 0173-34-5435

農村景観維持NPO法人つがる夢庭志仙会

連絡先／むつ市新町10-30 TEL 0175-23-8327

I T 教 育NPO法人トゥーリーフ

目的：精神的危機に直面し助けと励ましを求めている人々に、ボランティア電話相

談員による対話の場を提供し、自らの力で生きる勇気を見出していけるよう援助す

ること。活動：１年間で5 0 0 0件の電話相談を受けつけ。年中無休で昼1 2時から夜9

時まで対応している。実動サポーター会員は5 0人。相談電話は0 1 7 2 - 3 3 - 7 8 3 0

目的：国内外の人々に対して、青森県内外にある伝統文化を広く人々に伝え、継承

する事業を行い、日本文化の振興と社会全体の利益を図ること　活動：京都からプ

ロの染色家を招き、夏帯やしんげん袋をつくる会を開催。小中学生と保護者が一緒

に楽しむお茶の集いを開催し、日本文化を学び楽しんでいる。

目的：地域住民に対して、農村景観の維持発展・地域活性化と、高齢者の福祉の増

進を図り、地域福祉の向上と地域社会の利益を考えること。活動：老人ホームの庭

ボランティアでつくった小さい城「はなぶさ城」を眺めながらのお茶会を開催。老

人会やグループホームへ慰問してのお茶会などで地域福祉を進めている。

目的：子供や高齢者及び障害者等すべての方々に対して、パソコンの利便性や楽し

さを伝え、就職活動に役立つように支援し、またパソコンを通して情報交換や交流

を深める場を提供すること。活動：「W o r d」を使ったうちわづくり教室を開催。7

月末にはパソコンゲーム大会を開催予定。秋には、障害者向けのパソコン教室も。
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■「ブリジン」第１号をお届け致

します。人と人、地域と地域、セ

クターとセクター、そして多様な

価値観をブリッジング（橋渡し）

することを目的として、「市民社会」

という認識が広がってくれたらと

いう期待を込め、「ブリジン／橋掛

け（B r i d g i n’）」というタイトル

としました。

■今日的なソーシャルキャピタル

（社会資源）論でいけば、「橋掛け」

という考え方は、コーディネータ

ー（調整役）やファシリテーター

（意見の引き出し役&まとめ役）と

いう役割を担うことであり、マネ

ジメントという意味合いもありま

す。その道の専門家をつなぎ合わ

せながら、その地域にあった、そ

の領域にふさわしい、新しい考え

方や方法をつくり、プラニングし

ていくことが、これからの地域づ

くりやマネジメントには必要です。

それは、決して権威や金で片付け

てはいけないことです。

■地域とそこに暮らす人たちの幸

福感を築いていくために、コミュ

ニケーションを大切にしながら、

たがいに理解し合い、どうするか

を考え、恊働しあい行動を起こす

こと、それが今日的なソーシャル

キャピタルだと思います。

■今号は、「コミュニティ」という

ものを意識して編集を組み立てま

した。地域コミュニティの仕掛人、

コミュニティビジネス、コミュニ

ティ活動の現在進行形など、ボラ

ンティア組織やN P Oの基盤となっ

ている部分に着目してみました。

発　行●青森県環境生活部県民生活政策課

編　集●N P O法人

あおもりN P Oサポートセンター

編集協力●N P O法人N P O推進青森会議

発行日●2 0 0 5年７月7日

本冊子は、１万部発行・１部単価税込5 6円1 0

銭で制作しています。

編集後記
［ご近所の元気］

（ソーシャルキャピタル）

事始め　１

■ソーシャル・キャピタルってなに？

ソーシャル・キャピタル（以下、S C）

は、直訳すると「社会資本」という意味

合いになります。この言葉を最初に使っ

て学説を唱えたのは、2 0世紀初頭の頃、

アメリカの教育学者（L . J .ハニファン）で、

「善意」「仲間意識」「相互の共感」「社会

的交流」のことをS Cと呼びました。学

校に対する地域社会の関与が大切である

ことを説明するために、この言葉を用い

ました。S C（社会資本）という、社会

を支えているものは、人の心だといって

いるのです。

ハニファンの学説から8 0年後、アメリ

カの政治学者R . D .パットナムが、「哲学す

る民主主義」という本の中で、S Cとは

「信頼」「規範」「ネットワーク」という

社会制度の特徴であり、これが社会の効

率を高めるといいました。

■日本の社会資本は、ハード？

日本語で社会資本というと、道路、空

港、港湾などのハードのインフラ（社会

基盤）を指すのが普通です。しかし日本

では、アメリカで唱えられているS Cの

意味合いを指す言葉がありません。しか

し、ボランティアやN P Oなど市民活動を

支え、活性化させている要素が、パット

ナムが唱えたS Cではないかと注目が集

まっているのです。

■S Cは「ご近所の元気」

向こう三軒両隣、いわゆるご近所づき

あい、これがスムーズだと生活環境とし

て快適です。「信頼」「規範」「ネットワ

ーク」がうまくいっている、つまりご近

所が元気で生き生きしているということ

です。ご近所づきあいの些細なことには

無償の行為で済まされます。ギブアンド

テイクの関係性です。

この意識をちょっと拡げると、地域コ

ミュニティとなるわけですね。

この、地域コミュニティを支えている

ボランティア意識を調査した結果が、内

閣府の「豊かな人間関係と市民活動の好

循環を求めて」なのです。

■ボランティア活動と犯罪発生率

2 0 0 1年、総務省が調査した３つの調査

結果がちょっと驚きです。

各県におけるボランティア活動参加者

率と、刑法犯認知件数・完全失業率・出

生率の関係性を見ると、ボランティア活

動が活発な県ほど、犯罪が少なく、失業

率が低く（失業者が少なく）、出生率が

高いという結果が出たのです。

つまり、自発的な市民活動はS Cパワ

ーを強め、「活力ある地域」「安心・安全

な地域」を創っていくということなので

す。

■十和田市はS Cの先進地！

十和田市は、かつて「暴走族の本拠が

ある街」でした。市は、2 0 0 1年に暴走族

根絶のための条例を制定しました。これ

に伴い、バイク店や衣料店、ガソリンス

タンド経営者たちが申し合わせをし、暴

走族には販売しないこと、駐車場管理者

は暴走族が集合しないような手だてを講

じることで、暴走族は解散してしまいま

した。「自分たちの街は自分たちで守る

（創る）」という意識が高い街として、全

国的に注目されました。

あなたの住む街は、如何でしょう。

S Cは蓄積されていますか？次号では、

S Cの中身について考えてみます。

「ソーシャル・キャピタル」といっても、

まだまだ認知度が低い言葉です。しかし、

2 0 0 3年、内閣府国民生活局が発表した

「豊かな人間関係と市民活動の好循環を求

めて」という調査報告書は、日本における

ソーシャル・キャピタルのあり方を探った

ものです。いま、市民活動を考えるために

少しソーシャルキャピタルについて考えて

みようと思います。
http://www.npo-homepage.go.jp/report/h14/sc/honbun.html
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